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ド
ク
タ
ー
ヘ
リ

問
　

ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
に
つ
い
て
、

県
は
平
成
20
年
度
に
２
機
目
を

配
備
し
、
患
者
の
受
け
入
れ
態

勢
が
整
っ
て
き
た
。

　

本
市
で
も
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
を

積
極
的
に
活
用
し
て
い
る
と
の

こ
と
だ
が
、
現
在
ヘ
リ
ポ
ー
ト

は
７
カ
所
で
あ
り
、
第
３
次
医

療
機
関
の
救
急
救
命
セ
ン
タ
ー

が
な
い
本
市
と
し
て
は
、
更
に

増
や
し
救
急
体
制
を
整
え
る
必

要
が
あ
る
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

　

ま
た
、
現
在
夜
間
の
発
着
は

救急医療で重要な役割を担うドクターヘリ

さ
れ
て
い
な
い
が
、
救
急
患
者

の
こ
と
を
考
え
れ
ば
、
夜
間
対

応
の
ヘ
リ
ポ
ー
ト
を
整
備
し
て

い
く
べ
き
で
は
な
い
か
。

答
　

ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
は
、
13
年

10
月
の
運
行
開
始
以
来
、
78
件

を
要
請
し
て
お
り
、
本
市
の
救

急
医
療
体
制
に
お
い
て
大
変
重

要
な
役
割
を
担
っ
て
い
る
。

　

ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
の
離
着
陸
場

の
選
定
に
当
た
っ
て
は
、
特
定

の
地
域
に
偏
る
こ
と
な
く
行
っ

て
お
り
、
最
近
で
は
、
行
徳
地

区
で
の
増
設
を
図
る
た
め
、
塩

浜
ヤ
ー
ド
用
地
、
河
原
の
13
号

グ
ラ
ン
ド
を
新
た
に
追
加
指
定

し
て
い
る
。

　

ま
た
、
夜
間
の
ド
ク
タ
ー
ヘ

リ
の
運
用
に
つ
い
て
は
、
県
が
夜

間
運
用
を
実
施
す
る
こ
と
に
な

れ
ば
、
本
市
に
お
い
て
も
、
夜

間
対
応
の
離
着
陸
場
を
造
る
必

要
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

プ
レ
ミ
ア
ム
付
き

商

品

券

問
　

景
気
を
押
し
上
げ
る
た
め

の
定
額
給
付
金
が
、
国
の
第
２
次

補
正
予
算
に
盛
り
込
ま
れ
、
可

決
さ
れ
た
。

　

こ
の
定
額
給
付
金
支
給
と
合

わ
せ
て
、
景
気
対
策
に
拍
車
を

か
け
る
た
め
、
市
内
で
使
え
る

プ
レ
ミ
ア
ム
（
割
増
）
付
き
商

品
券
の
発
行
を
決
め
た
り
、
検

討
し
て
い
る
自
治
体
が
増
え
て

い
る
。

　

本
市
で
は
ど
の
よ
う
に
検
討

し
て
い
る
の
か
。

答
　

総
務
省
の
調
査
に
よ
る
と
、

平
成
21
年
１
月
30
日
現
在
、
全

国
で
１
２
９
の
市
区
町
村
が
定

額
給
付
金
の
発
行
時
期
に
合
わ

せ
て
、
10
％
か
ら
15
％
の
プ
レ

ミ
ア
ム
付
き
商
品
券
の
発
行
を

検
討
し
て
い
る
。

　

県
内
で
は
、
７
市
が
発
行
を

計
画
し
て
い
る
が
、
い
ず
れ
も

市
が
主
体
で
は
な
く
、
商
工
会

な
ど
が
主
体
と
な
っ
て
実
施
す

る
予
定
で
あ
る
。

　

本
市
で
は
現
在
、
プ
レ
ミ
ア

ム
付
き
商
品
券
の
発
行
に
つ
い

て
、
定
額
給
付
金
の
発
行
時
期

に
合
わ
せ
て
、
地
域
経
済
を
活

性
化
さ
せ
る
内
容
を
市
川
商
工

会
議
所
と
検
討
し
て
い
る
。
行

政
と
し
て
、
ど
の
よ
う
な
支
援

が
出
来
る
か
、
今
後
も
協
議
を

重
ね
て
い
き
た
い
。

妊

婦

健
康
診
査

問
　

妊
婦
健
康
診
査
の
負
担
を

軽
減
す
る
た
め
、
国
で
は
健
診

の
６
回
目
以
降
14
回
目
ま
で
の

９
回
分
に
つ
い
て
、
交
付
金
と

し
て
費
用
の
２
分
の
１
を
助
成

す
る
と
し
て
い
る
。

　

こ
れ
を
受
け
、
本
市
で
も
平

成
21
年
度
よ
り
公
費
負
担
回
数

を
５
回
か
ら
14
回
に
拡
大
す
る

こ
と
に
な
っ
た
が
、
市
と
し
て

見
込
ん
で
い
る
対
象
人
数
と
そ

の
予
算
額
を
問
う
。

　

ま
た
、
国
は
そ
の
助
成
を
21
、

22
年
度
の
措
置
と
し
て
い
る
が
、

そ
の
後
に
つ
い
て
市
は
ど
う
考

え
て
い
る
の
か
。

答
　

国
は
20
年
10
月
に
生
活
対

策
と
し
て
、
第
２
次
補
正
予
算

に
妊
婦
健
康
診
査
臨
時
特
例
交

付
金
を
計
上
し
た
。

　

本
市
で
は
、
こ
の
よ
う
な
国
の

動
き
を
踏
ま
え
、
21
年
度
か
ら

妊
婦
健
康
診
査
の
公
費
負
担
を

14
回
と
す
る
予
定
で
あ
る
。
そ

の
対
象
者
数
は
５
千
人
を
見
込

み
、
４
億
２
９
９
０
万
１
千
円

を
予
算
に
計
上
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
公
費
負
担
を
14
回
と

す
る
こ
と
は
、
積
極
的
な
受
診

を
促
し
、
安
心
・
安
全
な
出
産

に
つ
な
が
る
も
の
で
あ
り
、
市

と
し
て
は
、
23
年
度
以
降
も
補

助
が
継
続
さ
れ
る
よ
う
、
県
や

国
に
要
望
し
て
い
く
。

子

供

の

医
療
費
助
成

問
　

本
市
で
は
子
供
の
医
療
費

助
成
に
つ
い
て
、
平
成
21
年
度

か
ら
乳
幼
児
の
所
得
制
限
を
撤

廃
し
て
、
助
成
対
象
を
小
学
１

年
生
ま
で
か
ら
６
年
生
ま
で
に

拡
大
す
る
と
の
こ
と
だ
が
、
対

象
人
数
や
予
算
額
は
ど
の
程
度

増
え
る
の
か
。

　

ま
た
、
自
己
負
担
金
が
今
ま

で
の
２
０
０
円
か
ら
３
０
０
円

に
増
額
さ
れ
る
が
、
自
己
負
担

金
に
つ
い
て
市
と
し
て
ど
う
考

え
て
い
る
の
か
。

答
　

21
年
４
月
診
療
分
よ
り
、
乳

幼
児
等
医
療
費
助
成
の
事
業
名

を
こ
ど
も
医
療
費
助
成
事
業
と

改
め
、
乳
幼
児
の
所
得
制
限
を

撤
廃
し
、
助
成
対
象
を
拡
大
す
る

こ
と
に
よ
り
、
20
年
度
と
比
較

す
る
と
、
対
象
と
な
る
人
数
は
約

１
万
６
千
人
の
増
加
が
見
込
ま

れ
、
予
算
額
は
約
１
億
６
百
万

円
の
増
額
に
な
る
。

　

ま
た
、
自
己
負
担
金
に
つ
い

て
は
、
住
民
税
の
所
得
割
非
課

税
世
帯
は
無
料
と
す
る
な
ど
の

措
置
を
し
て
い
る
。
今
回
の
助

成
対
象
の
拡
大
は
、
県
補
助
の

対
象
外
で
本
市
の
単
独
助
成
で

あ
り
、
こ
の
事
業
を
長
期
安
定

的
に
維
持
し
て
い
く
た
め
に
も
、

自
己
負
担
金
を
設
け
る
こ
と
は
、

必
要
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

入
札
制
度

問
　

本
市
が
入
札
制
度
の
改
革

に
取
り
組
ん
で
い
る
中
、
景
気
の

悪
化
と
資
材
の
高
騰
が
追
い
打

ち
を
か
け
る
こ
と
に
な
り
、
事

業
者
に
と
っ
て
は
大
変
厳
し
い

状
況
に
な
っ
て
い
る
。

　

市
議
会
と
し
て
も
、
平
成
20

年
２
月
定
例
会
で
、
入
札
制
度

見
直
し
に
関
す
る
決
議
を
全
会

一
致
で
可
決
し
、
改
善
を
求
め

て
き
た
。

　

景
気
の
荒
波
に
市
内
業
者
を

沈
没
さ
せ
て
は
、
元
も
子
も
な

い
。
市
内
業
者
の
受
注
機
会
の

拡
大
は
大
き
な
課
題
で
あ
る
。
ど

の
よ
う
な
具
体
策
を
考
え
て
い

る
の
か
。

答
　

昨
今
の
景
気
の
後
退
は
、
市

内
の
土
木
・
建
築
業
者
の
工
事

受
注
に
も
大
き
な
影
響
を
与
え

て
い
る
も
の
と
考
え
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
な
経
済
状
況
を
踏

ま
え
、
市
内
業
者
の
受
注
機
会
を

拡
大
す
る
具
体
策
と
し
て
、
入

札
に
必
要
な
参
加
業
者
数
の
工

事
発
注
区
分
を
引
き
上
げ
、
参

加
業
者
数
の
要
件
の
緩
和
な
ど

を
行
っ
て
い
く
。

　

現
在
の
資
格
要
件
で
あ
る
市

内
に
本
店
を
有
す
る
者
の
他
に
、

こ
れ
ら
の
緩
和
要
件
が
加
え
ら

れ
る
こ
と
に
よ
り
、
市
内
業
者

の
受
注
機
会
の
拡
大
が
一
層
図

ら
れ
る
も
の
と
考
え
て
い
る
。

　

21
年
度
は
、「
市
川
市
に
来
て

も
ら
う
」
こ
と
を
テ
ー
マ
に
、
旬

の
情
報
の
発
信
を
強
化
し
、
更
に

ト
レ
ン
ド
的
要
素
の
発
掘
と
し

て
、
薪
能
の
舞
台
を
利
用
し
た

ジ
ャ
ズ
コ
ン
サ
ー
ト
な
ど
、
若

い
世
代
に
も
受
け
入
れ
ら
れ
る

文
化
芸
術
事
業
を
進
め
て
い
く
。

今
後
も
、「
良
い
と
こ
ろ
な
の
で

住
ん
で
み
た
い
」
と
思
わ
れ
る

よ
う
な
シ
テ
ィ
セ
ー
ル
ス
を
展

開
し
て
い
く
。

政
令
指
定
都
市

問
　

合
併
、
政
令
指
定
都
市
へ

の
移
行
に
は
、
権
限
委
譲
や

国
・
県
と
の
交
渉
な
ど
に
よ
る

事
務
量
の
増
加
が
予
想
さ
れ
る

の
で
、
社
会
的
変
化
も
待
ち
な

が
ら
じ
っ
く
り
と
検
討
す
べ
き

で
あ
る
。
多
く
の
政
令
指
定
都

市
は
、
政
令
指
定
都
市
へ
移
行

す
る
前
段
階
と
し
て
、
中
核
市

へ
の
移
行
を
経
て
い
る
。
市
民

と
市
、
職
員
に
も
メ
リ
ッ
ト
と

な
る
合
併
、
政
令
指
定
都
市
へ

の
移
行
を
目
指
す
の
で
あ
れ
ば
、

中
核
市
へ
の
移
行
に
つ
い
て
も

議
論
を
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

答
　

中
核
市
の
メ
リ
ッ
ト
と
し

て
は
、
市
の
主
体
的
判
断
で
取

り
組
む
こ
と
が
で
き
る
事
務
の

範
囲
が
増
大
す
る
点
が
挙
げ
ら

れ
る
一
方
、
デ
メ
リ
ッ
ト
と
し

て
は
、
権
限
拡
大
に
伴
う
人
件

費
や
事
務
費
の
増
大
が
考
え
ら

れ
る
。

　

ま
た
、
仮
に
政
令
指
定
都
市

へ
移
行
す
る
場
合
に
は
、
中
核

市
へ
の
移
行
と
の
二
段
階
と
な

り
、
時
間
と
コ
ス
ト
が
更
に
必

要
と
な
る
可
能
性
も
あ
る
。
本

市
は
中
核
市
移
行
の
要
件
は
充

足
し
て
い
る
が
、
４
市
研
究
会

の
成
果
も
活
用
し
、
市
民
の
意

向
を
踏
ま
え
た
検
討
の
中
で
よ

り
良
い
方
向
性
を
見
極
め
て
い

き
た
い
。

シ

テ

ィ

セ

ー

ル

ス

問
　

本
市
の
将
来
の
た
め
に
は
、

労
働
人
口
で
あ
る
20
代
、
30
代

の
若
者
が
市
に
定
着
す
る
よ
う

に
ト
レ
ン
ド
的
要
素
を
発
掘
し
、

魅
力
を
ア
ピ
ー
ル
し
て
い
か
な

く
て
は
な
ら
な
い
。
自
治
体
が

持
つ
様
々
な
都
市
ブ
ラ
ン
ド
力

を
ア
ピ
ー
ル
す
る
、
シ
テ
ィ
セ
ー

ル
ス
が
求
め
ら
れ
る
。
こ
れ
ま

で
、
本
市
を
知
ら
な
い
人
に
対

し
、
ど
の
よ
う
に
都
市
ブ
ラ
ン

ド
力
を
ア
ピ
ー
ル
し
て
き
た
の

か
。
ま
た
、
平
成
21
年
度
に
向

け
て
ど
の
よ
う
な
戦
略
を
考
え

て
い
る
の
か
。

答
　

中
山
法
華
経
寺
や
東
山
魁

夷
記
念
館
、
動
植
物
園
等
の
観

光
施
設
や
集
客
イ
ベ
ン
ト
で
あ

る
納
涼
花
火
大
会
等
を
市
の
内

外
に
紹
介
し
た
結
果
、
こ
れ
ら

の
来
場
者
数
は
19
年
と
20
年
で

比
較
し
て
約
28
万
人
増
加
し
た
。

ま
た
、
若
者
層
へ
の
Ｐ
Ｒ
の
た

め
、
20
年
度
に
は
東
京
湾
納
涼

船
で
の
イ
ベ
ン
ト
も
実
施
し
た
。

公

明

党

笹
浪　
　

保　
　

宮
本　
　

均

大
場　
　

諭　
　

堀
越　
　

優

松
葉　

雅
浩　
　

戸
村　

節
子

小
林　

妙
子　
　

大
川　

正
博

代表質疑
　市川市議会では、毎年２月定例会で会派の代表が会派独自の立場から質疑をす

る代表質疑を行っています。代表質疑の対象は、市長の施政方針と新年度予算の

内容及びこれに関連する条例案で、質疑時間は、会派の均等割り時間 60 分に所属

議員数× 15 分を加えた時間です。

　この中から会派が指定した項目の主な内容を掲載しました。

　※会派名は代表質疑時の会派で掲載しています。

民

主

ク

ラ

ブ

荒
木　

詩
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並
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ま
き

守
屋　

貴
子

動植物園の人気者レッサーパンダ


